
井尻公民館だより    （2023 年 12 月１日発行） 

＜令和 5 年 12 月号＞    （第 237 号） 

＜連絡・問い合わせ先＞館長 窪田 道忠（ ） 
                 主事 相澤陸奥実（ ）

           

木枯やたけにかくれてしづまりぬ  松尾芭蕉 

  

月日の早く過ぎゆく例えに“光陰矢の如し”の語が

あります。今年も師走を迎え残りわずか日々となっ

てきました。11月の初旬では、夏日を記録。100 年

を超えて最高気温の記録更新との報道も聞きます。

そんな日であって急に寒さがやって来た。今年は秋

の訪れがあいまいで初冬の候となりました。 

今年も世界では、歴史の背景から来る人間同士の争

いで軽々と表現できないほど悲劇的殺りくで多くの 

絵手紙愛好会 古屋典子    生命が失われている。我々は映像等を通し現状に接

して居るだけ。日本は平和惚けの思いがあるが、 

これが長く続いてほしい。しかしながら、我が国を取り巻く状況も安全ではなく 

なって来た。対岸の火事だと安心せず、出来る行動も考えていきましょう。 

 

12 月行事予定 
 

フラワーアレンジメント教室 
～お正月の飾り付けに～  

日時：12 月 28 日 （木）  午後 7 時 30 分～ 

場所：井尻公民館 2Fホール 

講師：岡部信弥 

費用：2500 円  （材料費、当日徴収） 

    持参するもの、草花を切るためのハサミ 

 

申し込み：12 月 20・21・22 日 午後 6 時～ 

      館長  窪田道忠  （ ）まで 

 

    

                  ―1－ 



10 月活動報告  公民館「ふれあい祭」 
コロナが「5 類」に変わりいろいろの面で規制が緩和されました。当公民館も 3

年ぶりに「ふれあい祭」の再開となりました。作品展、ライブコンサートと、作品

展には多くの方々の出品を頂き、井尻小の全学年の児童からの作品もありました。 
コンサートは広い体育館でしたが、音響効果もよく各グループの素晴らしい演奏

を予想超える多く皆さんに堪能して頂きました。 
食生活改善推進員の皆様にご協力頂き、コンサートのお越しいただいた方々に手

作りのお菓子を差し上げる事ができました。 
今回ふれあい祭には多くの皆様のお力ご協力を頂きました。感謝致します。真に

有難うございました。          
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食生活改善推進からは 
飲食品の塩分濃度について  

の分かりやすい展示と、 
手作りのお菓子の作りの 
一面です。          

 

 
和太鼓ユニット 

妙音法音 
 松里中学校・音楽部 
 
 オバタコウジ 
 nagu(なぐ) 
 

 
ちびっこふれあい運動会 

 
爺ちゃん 
  婆ちゃん 
    元気で頑張よ 
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